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大･丸･有地区のまちづくり大･丸･有地区のまちづくり
～公民協調による環境共生型街づくりと～公民協調による環境共生型街づくりと

エリアマネジメントへの取り組み～エリアマネジメントへの取り組み～

東京駅東京駅

有楽町駅有楽町駅

大手町大手町



■本日のプレゼンテーションのキーワード■本日のプレゼンテーションのキーワード

まちづくりの推進体制まちづくりの推進体制 ((ガバナンス）ガバナンス）

–– 合意形成合意形成の仕組み（再開発協議会・まちづくり懇談会＝の仕組み（再開発協議会・まちづくり懇談会＝PPPPPP））

＋＋

–– 実施部隊実施部隊づくりづくり（（NPONPO、中間法人）、中間法人）

まちの将来ビジョンまちの将来ビジョン

–– 将来像の共有化将来像の共有化（自分たちで作る）→ビジョン・ガイドライン等（自分たちで作る）→ビジョン・ガイドライン等

–– 時代に合わせ時代に合わせ更新更新

地域特性を活かした環境地域特性を活かした環境への取組への取組

–– 低炭素型社会低炭素型社会 エネルギー・モビリティエネルギー・モビリティ

–– 循環型社会循環型社会 水循環（中水・下水・湧水）・水循環（中水・下水・湧水）・３３RR・ゴミ・ゴミ

–– 自然共生社会自然共生社会 緑化推進（ネットワーク化）・生物多様性緑化推進（ネットワーク化）・生物多様性 22

面的対応
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地元地権者を中心に、大手町・丸の内・有楽町地区再開発計画
推進協議会が組成。参加団体９７団体。 （昭和63年7月発足）

地元地権者を中心に、大手町・丸の内・有楽町地区再開発計画
推進協議会が組成。参加団体９７団体。 （昭和63年7月発足）

・地区内における東証１部上場企業は７８社

・これら企業の連結売上高は約１０２兆円（GDPの約２０％）

就業人口２３．１万人／立地事業所４，０００社 （平成１8年事業所統計）就業人口２３．１万人／立地事業所４，０００社 （平成１8年事業所統計）

対象エリアは約１２０ｈａ。 （まちづくりガイドラインの対象地区）対象エリアは約１２０ｈａ。 （まちづくりガイドラインの対象地区）

明治期より日本を代表するビジネスセンター明治期より日本を代表するビジネスセンター

■大手町・丸の内・有楽町地区（大丸有地区）について■■大手町・丸の内・有楽町地区（大丸有地区）について大手町・丸の内・有楽町地区（大丸有地区）について

有楽町駅有楽町駅

東京駅東京駅

大手町駅大手町駅

鉄道敷鉄道敷 １割１割

道道 路路 ３割３割

宅宅 地地 ６割６割



■大丸有再開発協議会動向大丸有再開発協議会動向
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エリアマネジメントの推進

総合的なまちづくり活動総合的なまちづくり活動

マネジメント組織の設立マネジメント組織の設立

エリア全体を使った各種取組の実施エリア全体を使った各種取組の実施

大丸有再開発計画推進協議会

NPO大丸有エリアマネジメント協会

（中）大丸有環境共生型まちづくり推進協会
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多様な人々の参加・交流を促すNPO
環境ビジョン実現

のための実働組織

安心・安全をテーマに活動

東京駅丸の内地下広場と行幸通り地下通路

の維持管理と賑わいの創出

■大丸有地区の６つのまちづくり関連組織

地権者団体（合意形成）地権者団体（合意形成）

PPPPPP（官民合意）（官民合意）

当地区のまち当地区のまち
づくりの基盤づくりの基盤
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大・丸・有懇談会による「総合的まちづくり・開発指針」

固定的なものとせず、社会状況などに応じ、段階的に更新

（２００８年３回目の更新）

２０００年 ２００５年

■「まちづくりガイドライン」■■「まちづくりガイドライン」「まちづくりガイドライン」

２００８年（第３版）

環境共生の環境共生の
取組強化取組強化
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「大丸有「大丸有 環境ビジョン」の策定（２００７）環境ビジョン」の策定（２００７）

大丸有地区の取り組み大丸有地区の取り組み

気づきの
場の創出

CO2排出量

の削減

大丸有地区を超え大丸有地区を超え
た貢献と情報発信た貢献と情報発信

東京、東京、
日本、日本、
世界へ世界へ
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水系の活用・水系の活用・
水網都市の復権水網都市の復権

外部空間・公共空外部空間・公共空
間の体系的活用間の体系的活用

環境負荷の低い新たな環境負荷の低い新たな
交通・物流システムの構築交通・物流システムの構築

廃棄物の多段的活用廃棄物の多段的活用

地区環境地区環境・エネルギーマネ・エネルギーマネ
ーージメントシステムの構築ジメントシステムの構築

環境共生型環境共生型
都市モデル都市モデル 環境関連データの環境関連データの

センシング・蓄積・活用センシング・蓄積・活用

安心・快適な
空間の創出

脆弱性克服脆弱性克服を通じを通じ
たた環境負荷抑制環境負荷抑制

新たな環境ビジネスの新たな環境ビジネスの
創出創出とと育成育成

② 大丸有地区を超えた貢献と情報発信
④ 環境負荷の低い新たな交通・物流システムの構築
⑥ 外部空間・公共空間の体系的利用
⑧ 脆弱性克服を通じた環境負荷抑制

＜対策ロードマップ＞
① 環境関連データのセンシング・蓄積・活用
③ 地区環境・エネルギーマネジメントシステムの構築
⑤ 水系（バイオリージョン）の活用・水網都市の復権
⑦ 廃棄物の多段的な活用
⑨ 新たな環境ビジネスの創出と育成

大丸有環境ビジョン
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■■世界に向けた環境対策のショーケース化／環境モデル都市提案世界に向けた環境対策のショーケース化／環境モデル都市提案
（２００８）（２００８）
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N

■大手町・丸の内・有楽町地区における風の道とヒート対策（概観）

皇 居
日比谷公園

常盤橋公園

内濠

内濠

屋上緑化・壁面緑化実施

保水性舗装実施

平成19年度クールシティ中枢街区パイロット事業

日本橋川

今後、対策実施が検討されるエリア

今後対策が予定されているビル・街区

平成 20年度以降クールシティ中枢街区想定事業
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■■大丸有地区における面的エネルギーインフラ大丸有地区における面的エネルギーインフラ

地区 内幸町 有楽町 丸の内二丁目 丸の内一丁目 大手町 合計

営業開始年月 1980.21980.2 1990.111990.11 1997.41997.4 1984.111984.11 1976.41976.4 －－

供給棟数 1515棟棟77駅駅 1111棟棟 1212棟棟 1212棟棟22通路通路 2828棟棟77駅駅 7878棟棟1414駅駅22通路通路

供給延床面積（万㎡） 8787（（2626万坪）万坪） 7373（（2222万坪）万坪） 9595（（2929万坪）万坪） 8181（（2525万坪）万坪） 188188（（5757万坪）万坪） 524524（（158158万坪）万坪）

地域冷暖房方式の導入により、地域冷暖房方式の導入により、
個別熱源方式に比べおおむね２０％の個別熱源方式に比べおおむね２０％のCO2CO2を削減を削減

出典：丸の内熱供給㈱

大手町・丸の内・有楽町・内幸町地区における地域冷暖房の整備大手町・丸の内・有楽町・内幸町地区における地域冷暖房の整備

２００７年６月現在
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■■大丸有地区の新環境拠点「エコッツェリア」大丸有地区の新環境拠点「エコッツェリア」

規模：新丸の内ビル10Ｆ
／423㎡（128坪）

環境に関する行政の取組み、世論の加速環境に関する行政の取組み、世論の加速
⇒環境共生への取り組みが今後の都市開発の大前提⇒環境共生への取り組みが今後の都市開発の大前提

1. 背景1.1. 背景背景エコッツエリアエコッツエリアエコッツエリア

1.1. 環境に関する各種政策や施策への迅速な対応環境に関する各種政策や施策への迅速な対応
2.2. 環境先進エリアとしての競争力・付加価値創出環境先進エリアとしての競争力・付加価値創出
3.3. エリアの面的対策の推進と効果の可視化エリアの面的対策の推進と効果の可視化
4.4. 技術開発＋ヒトの意識やライフスタイル変革支援技術開発＋ヒトの意識やライフスタイル変革支援

2. 目的2.2. 目的目的

エリアにおける共有の場づくりエリアにおける共有の場づくり

課題 対策

～環境共生型まちづくりを推進する～環境共生型まちづくりを推進する
「シンク＆ドゥ「シンク＆ドゥ タンク」～タンク」～

「大丸有環境ビジョン」の実現「大丸有環境ビジョン」の実現

発信



イベント

・３Ｒ調査
・バイオマス
・エネルギー

マネジメント
・環境教育
･ その他

・ワーキング、研究会運営
・環境啓発セミナー運営
・イベント企画協力

調査研究
Ｒ＆Ｄ

・情報発信
・モニタリング

・見える化
・会議室運営 他

空間運営

・朝expo
・打水プロジェクト
・エコキッズ探検隊
・グリーンパワーキャンペーン
・その他

丸の内地球環境倶楽部

■エコッツェリア協会の活動

●空間運営
・エコッツェリア施設利用実績（2007年5月ｵｰﾌﾟﾝ～2008年3月現在）

・施設利用回数：２７２回（セミナー・イベント・会議のみ。見学除く）
・来場者数 １０，３８６名
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大丸有地区におけるサステナブル・デベロップメントの取組大丸有地区におけるサステナブル・デベロップメントの取組

都市のサステナビリティの実現都市のサステナビリティの実現

賑い・活気創出賑い・活気創出

風格創出・文化都市化風格創出・文化都市化

アメニティ性能向上アメニティ性能向上
低炭素社会実現努力低炭素社会実現努力

参加機会創出・地区への愛着参加機会創出・地区への愛着

経 済
・多様な土地利用
（用途・業種等）
・ビル・インフラ更新

環 境
・省co2・ヒート対策

・生態系配慮 等

文 化
・歴史保全（建造物等）

・美術館等設置
・美術・音楽・食のイベント等

社 会
・NPOや中間法人等の設置

・企業参加型各種イベント

・託児所の設置 等

・長期にわたり構築された良質なストック・長期にわたり構築された良質なストック
（交通・エネルギー・街並み（交通・エネルギー・街並み 等）等）

・ガバナンス（まちづくりの執行体制）の存在・ガバナンス（まちづくりの執行体制）の存在

ＰＰＰによるＰＰＰによる
エリアマネジメントエリアマネジメント
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